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取扱説明書 

家庭用 品番 

マッサージチてア EP-MA 己 0 
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♦このたびは、パナソニック製品をお買い上げいたださ、 

まことにありびとラございます。 

♦取扱説明書をよくお読みのラえ、正しく安全にお使いください。 

♦ご使用前に「安全上のご注意」 （4 〜7ぺージ)を必ずお読みください。 保管用~ 

♦保証書は、 r お買い上げ曰•販売店名」などの記入を確かめ、 圭 = 

取扱説明書とともに大別こな管してください。 保証書別添付 












機能 5 己 ’ EP-MA50 EP-MA20 



全身自動 コース 

► P .22 

• 

• 

マッサージメニュー 

骨盤 コース 

► P .28 

• 

— 


お好み動作 

► P .30 

• 

• 

エアーマッヴージ 

脚•足裏 

► P .3 已 

• 

• 

手•腕 

► P .36 

• 

— 

ストレッチ7ッサージ 

脚ストレッチ 

► P .37 

• 

• 

自動調節機能 

体型センシング 

► P .4 己 

• 

• 


ちみ圧調節 (8 段階） 

► P .24 

• 

• 

なさ調節機能 

骨盤 コース 強さ調節 (4 段階） 

► P .29 

• 

— 


エアー強さ調節(己段階） 

► P .34 

• 

• 


リクライニング角度 

► P .38 

• 

• 

椅子調節機能 

脚のせ台角度調節 

► P .38 

• 

• 


脚のせ台スライド調節 

► P .39 

• 

• 

その他 

操作器トレイ 

► P .17 

• 

• 

枕 

► P .39 

• 

• 
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巧を上のご注意 


※ご使用の前に、この「安全上のごま意」をよくお読みのラえ、正しくお使いください。 

※ここに示したま意事項は、製品を安全に正しくお使い頂さ、あなたや他の人々への危害や損害を未然に防止する 
ためのちのです。またま意事項は、を害や損害の大ささと切迫の程度を明示するために、誤った取り扱いをする 
と生じることび想定される内容を、「警告」ほ意」の2つに区分しています。 

※を全上のま意についての詳細は各ページにのせています。 

いずれもま全に関ずる重要な内容ですので必ず守ってください。 


A 警告 


この表示の欄は 

「死亡または重傷などを負ラ 

可能性が想定される」内容です。 


A 注意 


この表示の欄は 

「傷害を負う可能性または物的損害のみが 
発生する可能性が想定される」内容です。 


絵表示の例 


€ 


&記号は、 禁止の 行為を示してしほす。 

(ち図の場合は分解禁止） 

>記号は、巧為を 強制したり指の したりずるちのでず。 
(左図の場合は電源プラグを巧く） 


※お読みになった後は、お使いになる方びいつでも見5れるところに必ず保管してください。 


A 警告 


〇 

必ず守る 


•医師の治療を受けているとさや下記の人はおず医師と相談のラえ使用ずる。 

(1) ぺースメーカーなどの電磁障喜①彰響を受けやすい体内植込型医用電子機器を使用している人 

(2) 悪性しゅよラ（腫瘍）のある人 

(3) む臓に障害のある人 

(4) ほ娠中や出産直後の人 

(已）糖尿病などによる高度な末梢循環障害による知覚障害のある人 

(6) 骨粗しよラ（鬆）症の人、せさつい（育椎）を骨がしている人、ねんざ（捻挫)、肉離れなどの 
急性とラ（疼）痛性疾患の人 

(7) 施療部位に創傷のある人 

(8) 体温 SSCULh (有熱期）の人 

(例：急性炎を捆犬！:けん怠感、悪寒、血圧変動など）の強い時期、夏弱しているとき） 

(9) 安静を必要とする人や著しく体調のすぐれないとき 

(10) 背骨に異常のある人、なびっている人 

(11) 椎間板ヘルニア症の人 

(12) 上記 L ソ外に身体に特に異常を感じているとき 

守らないと事故や体調不良をおこずおそれびあります。 


•使用中に身体に異常びあらわれたり感じたとさや使用してち効果びあ6われない場合は、 
直ちに使用を中止し、医師に相談ずる。 

守らないと事故や体調不良をおこずおそれびありまず。 


• マッサージ使用中や背ちたれ、脚のせ台を動かずとさは必ず周囲（本体の後部 • 下部 • 前部 • 側部） 
に人やぺットびいないことを確認ずる。 

•体型センシングしたとさはおず肩位置び合っているか確認ずる。合っていないとさは位置調節ボ 
タンで肩の高さを調節ずるか、マッヴージを停止して再度体型センシングを巧なラ。 

(を身自動コース、お好み動作のとさ） 

守 b ないと事故やけびのおそれびありまず。 


ご使用前に 
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A 警告 

〇 

必ず巧る 

•使用前には、おず背クッションを上げて、本体の巧地び破れていないか確認ずる。 

また、その他の部分にち巧地の破れびないか確認する。 

(どんなにルさな破れでち、直ちに使用を中止し、電源プラグを巧さ、修理を依頼してください。） 

布地び破れた状態で使巧するとけびや感電のおそれびありまず。 

•はじめは弱い刺激でマッサージずる。また、マッサージは1回1已分に(内に。また、同一か所への 
使巧は已分に(内にする。 

守らないと逆効果やけびのおそれびありまず。 

•使巧後は必ず電源スイッチを「切」、施錠スイッチを「閉」にし、施錠キーを巧く。 

守らないとおモ様のいたずらによる事故やけびのおそれびあります。 

• 電源プラグは根元まで巧実に差し込む。 

守らないと感電や発熱による火災の原因にな0まず。 

• 電源プラグのほこり等は定期的にとる。 

守らないと湿気等で絶縁不良となり、火災の原因になります。 


•巧の人は使用しない。 

医師からマッサージを禁じられている人（例：血栓（塞栓）症、重度の動脈りゅラ（瘤)、 

急性静脈りゅう（瘤)、各種皮膚炎および皮膚感染症[皮下組織の炎症を含む]など） 

症状を悪化させるおそれびあ0まず。 

• 巧の人は骨盤コースを使用しない。 

(1) 急性腰痛、椎間板ヘルニア、腰椎すベりおの人 

(2) 変形性股関節症など股関節の悪い人 

(3) 骨粗しょラ（鬆）をの人 

(4) 使巧中に脚のしびれ、だるさを感じた人 
症状を悪化させるおそれびあ0まず。 

•首周辺をマッサージずるとさは、ちみ玉の動さ L ま意して、首の刖方や過度1し強いマッサージは 
しない。 

• 背もたれやひじ掛けの上にのらない。 

•お子様に使わせない。また、本体の上で遊ばせたり、座面•背ちたれ•ひじ掛けの上にのらせない。 

• 自分で意思表示びできない人、または、自分で操作できない人は使わない。 

事故やけびのおそれびありまず。 

• コンセントや配線器具の定格を超える使いかたや交流10 0 V じ(がでの使用はしない。 

(ミ毎外でのご使巧や変圧器を用いたご使用はでさません。） 

感電-故障や発熱による乂災の原因にな0ます。 

• 電源コード-電源プラグを破損するよラなことはしない。 

(傷つけたり、加工したり、熱機器に近づけたり、無理に巧げたり、ねじったり、引っ張ったり、 
重い物をのせたり、束ねたりしない。） 

傷んだまま使用すると、感電•ショート•火災の原因になります。電源コードや電源プラグの修理は、 
販売店または r 修理ご相談センター」にご相談ください。 

磯) 

めれ手禁止 

•めれた手で、電源プラグの抜さ差しはしない。 

感電の原因にな0まず。 

分解禁止 

•絶対に改造しない。また、ご自分で分解したり、修理をしない。 

発火したり、異萬動作して、けびをするおそれびあります。 


ご使用前に 


已 





























まを上のごを意（つづを) 


A ま后、 

〇 

必ず守る 

•現在健康でち下記のよラな人は必ず医師と相談のラえ使用する。 

(1) 加歸により筋肉の衰えた人や瘦身の人 （2) 骨や内臓に起因ずる腰痛の人 

(3) 打ち身やねんざのしやずい人 （4) 柔物酔いの激しい人（已）過去に屯、臓や内臓の手術をされた人 

守らないと健康をそこなラおそれびあ 0 まず。 

• ちみ玉び収納位置にあることを確認してか 6 座る。 

• 本体に異物びはさまっていないか確認してから座る。 

(背ちたれ、脚•足裏マッサージ部、手•腕マッサージ部、座面の下に異物びはさまっていないか®詔する。） 

守らないと事故やけびのおそれびありまず。 

•頭部につけた髪かざりなどの硬いちのははずしてから座る。 

•手-腕をマッサージずるとさはつけ m • 時計-指輪などの硬いちのをはずす。 

守らないとけびのおそれびあ 0 まず。 

• マッサージ中に本体から降りるときは、おず動作を止めてから降りる。 

守らないと事故やけびのおそれびありまず。 

• 電源プラグを巧くとさは電源コードを持たず、必ず電源プラグを持って巧く。 

守らないと感電やショートのおそれびあ 0 ます。 

• 安をのためにアースを確実に取り付ける。 （ P .1 已参照） 

守らないと故障や漏電のとさに感電のおそれびあ 0 まず。 

•本体を移動ずるときは、おず脚のせ台のスライドを完をに戻ず。 

守らないと移動中にスライドび戻 0、 けびをするおそれびあります。 

•キャスターで移動するとさは、周囲の障害物を取り除さ、背ちたれを完をに起こした状態で脚の 
せ台を腰より低く持ち上げ（床から約 SOcmLUT )、 ゆっくり移動ずる。 

守らないと転倒による事故やけびのおそれびあ 0 ます。 

• 水平な場所で使用ずる。 

守らないと本体び倒れて事故のおそれびありまず。 

•動かない場所や、異常を感じたとさは使用を中止し、すぐに電源プラグを巧いて点検修理を依頼 
ずる。 

守らないと感電や発火のおそれびあ 0 まず。 

•本品の使巧によって発疹、発赤、かゆみなどのを状があらわれた場合は、使用を中止し医師に相 
談ずる。 

守らないと事故や体調不良のおそれびあります。 

• 施綻キーは、子供の手の届かない場所に保管ずる。 

守 b ないと誤飲やいたずらによる事故やけびのおそれびありまず。 

〇 

• 他の治療器と同時に使用しない。 

事故や体調をくずすおそれびありまず。 

• 取付ネジは取りはずしたまま放置しない。 

誤飲のおそれびあ 0 まず。 

•脚のせ台び完をに下びっていないとさに、脚のせ台の上にのったり、立ったり、物をのせたりし 
ない。 

本体び転倒したり、脚のせ台の足先部び回転したりすることによる事故やけびのおそれびあります。 



巨 


0 

禁止 


• 下記のよラな本体の隙間に手や脚を入れない。 

(1) 背もたれと座面-ひじ掛けの隙間 

(2) 脚のせ台と座面-ひじ掛けの隙間 

(3) 座面とひじ掛けの隙間 

(4) 裏 カバーと 脚カ バーの 隙間 

• 脚のせ台の裏側や脚のせ台と床の間に手•指-脚や頭を入れない。 

•マッサージ使巧中に電源プラグを抜いたり、電源スイッチを「切」にしない。 

けびのおそれびあります。 


人をのせたまま移動しない。 

転倒による事故やけびのおそれびありまず。 


ホットカーぺットなどの暖房器具の上で使わない。 

火災のおそれびあ0まず。 


0 

水場使用禁止 


ミ谷室など湿気のをい場所で使わない。 

感電や故障の原因にな0まず。 


水めれ禁止 


本体や操作器には水などをこぼさない。 

感電やショート、故障の原因になります。 


运 

電韻グ 


お手入れの際は必ず電源ブラグをコンセントから巧く。 

感電ややけどのおそれびあ0ます。 


• 停電のとさは直ちに電源プラグを巧く。 

停電復帰時、事故やけびのおそれびありまず。 


• 使用時に(外は電源プラグをコンセントか5巧く。 

ホコ U や湿気で絶縁劣化にな0、漏電火災の原因にな0まず。 


A 注意 


物 

\ 

〇 

た 

0 

の 

び 

0 

〇 \ 
S 〇 

なた 

まつ 

さ 立 

ホ-」 

な 占 

脚の 


に、 

玉に 

み。さ 

ちいと 

、ない 

た。しな 

まいは S 

。な用て 

いま使つ 

なさのさ 

ては後け 〇 

あを酒巧す 

をざ飲に ま 

肌ひ、をり 

素にた完 あ 

、部まびび 

かジ。-。れ 

な - S ア S そ 

おヴな H なお 

、ツらのしの 

頭マ眼スりび 

に裏に-たけ 

玉足中 n せ や 

み•巧盤の 故 

ち脚使骨を 事 


ご使用前に 
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各部のなまえとはた s を 


本巧 


(イラストは EP - MA 已〇です） 


表側 



[ T ] をみ玉収納位置 


2 巧: 


3 背クッシヨン 


旬 背をたれ 

•ちみ玉=ちみ機構部によるマッサージ 
機能内蔵。 

•骨盤コース用てアーバッグ内蔵。 ( EP - MA 已〇の奶 


写 J 手•腕マツヴージ部 ( EP - MA 己0のみ） 
•エアー(空気)によるマッサージ機能内蔵。 

啞 

(財）日本染色検査協会で J に L 1902 -2002 
の基準により評価したちのです。（手のひら部） 


6 ひじ括卜け 


/」 座面 

♦骨盤コース用てアーバッグ内蔵。 ( EP - MA 巳〇の奶 


を 脚•足裏マッサージ部 

•エアー(空気)による 
マッサージ機能内蔵。 



足裏指圧シート 

参裏面に「すべり止め」付さ。 
♦位置を微調節可能。 

♦着脱可能。 


9 脚のせ台 


脚スライド レバー 

参最大約1 2 cm スライドします。 


ご使里刖に 
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11 裏 カバー 


12 操作器トレイ 


回 操作器 

► P .10 〜11参照 

@ ミち意シール 
ち! 電源ボックス 

施錠スイツチ 

電源スイツチ 
施錠キ_ 

施錠キータグ 

•おモ様の 
誤飲防止用。 

化買い上げ時は施錠スイッチは「開」、 
電源スイッチは「入」になっています。 



16 電源コード 


@ 電源プラグ 


18 アース 端子 


19 まを上のごを意【シール） 


國脚 カバ- 



ご使用前に 


貝 

ii 



►次の ページにつづく 9 
















































































































各部のなまえとはた 6 去（つづを) 

操作 S (イラストは EP - MA 5 □です） 



切/入ボタン 


自動コース選択ポタン 


が卜きみろ文些を 

( P .22 参照） 


もみ圧調整ダイヤル 


参マッサージしている部位のち 
み圧(ちみ玉び体にあたる圧 
力)が調節でさます。 

♦骨盤コースの強さを調節でさ 
ます。 


部位切/入ボタン 


( P .24 参照） 


お気に入り コース 登録ボタン 


( P .2 巨参照） 


お好み動作選択ボタン 


( P .33 参照） 


ふたを 
開けた状態 


Smtl H^off' 


背すじのはし 


immtMB 

首 ■■■■■■■■ 

肩11111111 
背 11111111 
腰11111111 



部位切/入 脚のみリクライニング 


自.肩 


背.腰 


♦一 

が 


-二 


お気に入 D コース 

^の®③ 




表示部 

♦ずべて点打した状態のイラス 
卜です。 

( P .1 1参勵 

急停止ボタン 

参マッ ヴージを急いで停止した 
し化きに巧します。 

骨盤コース選択ボタン 

• EP - MA 已〇のみ 

( P .28 参照) 

リクライニング角度調節ボタン 

( P .38 参勵 

脚のせ台角度調節ポタン 

( P .38 参勵 

エアー設定ポタン 

• 手•腕は EP - MA 已〇のみ 
( P .2 己、 P .33、 P .34 参照) 

リズム付加ポタン 

( P .32 参勵 

脚ストレッチ切/入ボタン 

( P . 吕已、 P .33、 P 34 参貝負) 

位置調節ポタン 


( P .32 参勵 


ご使用前に 
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表示部 




背すじのばし 


Bsaa 腳始知 

首 immi 
肩 immi 
背 immi 
腰 immi 



指圧 


もみ 


さすり 


たたさ 




白 □ 


n 細澗表ぉ 

日 動作表示 

且 体型巧知お知らせ表巧 

(マッサージ中） 

•マッサージ中は現在 

参体型センシング完了時に 

行っているマッサージ 

点灯します。 

残り〇 

1し分 

動作を表示しまず。 


•お好み動作を選択する 
ときは現在選択されて 


(終了中） OFF 

いる動作を点滅表おし 
ます。 


S もみ圧表巧 

口人 体表お 


参現在の部位ごとのちみ圧 

•現在のおおまかなマッ 


(ちみ玉が体にあたる圧力） 
を8段階で表示します。 

サージ位置が点滅します。 


巧 

P 


首 ■■■■■■ 

た\刮 1 


肩 ■■■■■■■■ 



背 ■■■■ 

腰" ■■■ 


















































































































































































設置する 


置ずる場所をミ夫める 

M . •リクライニングできるスペースを確保してください。 


A 注意 


>ミ谷室など湿気のをい場所で使わない。 

感電や故障の原因にな0まず。 


>水平な場所で使用ずる。 

守らないと本体び倒れて事故のおそれびありまず。 


壁などか5 
1 OcmliLh 離す 

J 


約 1 日已 cm 


•ホットカーぺットなどの暖房器具の上で使わない。 

火災のおそれびあ D ます。 

♦直射曰光が毎曰長時間あたるところや、暖房器具 
の近くなど高温になるところへの設置は避けてく 
ださい。合成皮革が変色したり、変質するおそれが 
あります。 

♦たたみや床を傷つけることがありますので、本体 
の下にマツトなどを敷くことをお勧めします。 

本体と脚のせ台が接地する部分を覆える大きさマット脚のせ台が接地本体び接地 
撮ほ 120 cmx 70 cm ) のものをご用意ください。などする部分 する部分 

•コンセントの近くに設置してください。 



堀包箱には本体と付属品が入つていることを確認してください 



嘘 


>ひじ掛け(左右） 


EP-MA 已〇 




ひじ掛け裏側の巧地部の巧は、製造工程上の 
ちのであり異常ではありません。 


ご使用前に 
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堀包おか5本体と付属品を取り出し商品を設置ずる 



♦重量物ですので搬入時には腰など 
を痛めないよラにご注意ください。 
(必ず2人で運んでください。） 
•キヤスターで移動するとさは、たた 
みや床を傷つけないよラにマット 
などを敷いてください。 


EP-MA 已〇 

約 74 kg 

EP - MA 20 

約 68 kg 


本体を下ろずときは 


♦十分足元に注意してゆっくり下ろ 
してください。 

•脚のせ台は最後まで手をそえて下 
ろしてください。途中で手を離すと 
勢いよく戻ります。 


脚のせ台 


裏カバー マットなど 


>背クッシヨン 


顺 


け栗作器トレイ 




参施錠キー （ 1本） 


♦足裏指圧シート 




お買い上げ時は電源ボックスの 
施錠スイッチに差し込んであり 
まず。 


减 


を。©。, 


ピ 


お買い上げ時は足裏マツ 
ヴージ部に装着してあり 
ます。 


♦取付ネジキャップ 
EP - MA 己0…吕個 
EP - MA 20...4 個 



♦六角レンチ （1 本） 


•取付ネジ 
( M 6 X 1 巨） 
(4 本） 



取扱説明書などの書類 
♦取扱説明書 

•お子様のま全を守るためのお願い 
(黄色いチラシ） 

♦ご愛用ちカード 
•ご愛用ち登録チラシ 
參搬入•組み立てのしかた(黄色いチラシ） 
♦センシングするためのま意 
(ピンク色のチラシ） 


ご使用前に 
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ひじ掛けを取り付ける (左ち両方) 


1 ひじ掛けを本体にはめ込む 

♦指をはさまないよラにま意して 
<ださい。 

I 位置を合わせる 
⑨ 本体とひじ掛けの前後にある 
それぞれの溝と突起部を同時に 
はめる 

2 取付ネジで固定する (4 か所） 








ネジの締めかた 

巧 


取付ネジ 




六ちレンチ 


け旨で軽く締める 

(ネジ巧とネジび水平になるように） 


•六角レンチで締める 

•ネジ巧に対して、斜めに六角レンチで強く締 
めるとネジ部が破損するおそれびあります。 


く EP-MA 已〇 > 


<EP-MA20> 





3 取付ネジキヤツプをはめる 

d •EP-MA20 は左ち2か所ずつはめて 
<ださい。 




ぐ 一 

取付ネジキャップ 

_- - 




EP-MA 己 0.--2 個 
EP-MA20...4 個 

L 





2 


エアープラグを取り付ける (左ち両方) 

( EP - MA 已〇のみ） 

•エアープラグを本体に差し込む。 


カチッとなるまで 
差し込んでください 



エアープラグ 



ご使用前に 
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アースを取り付ける 


A 注意 


アース端子(ネジ 


•安をのためにアースを確実に取り付ける。 

守 b ないと故障や漏電のとさに感電のおそれびあ0 
ふ 〇 

参アース線を、本体のアース端モ(ネジ)と 
電源コンセントのアース端テに取り付けてください。 

(アース線は付属していません） 

電源コンセントにアース端子びない場合 

♦お買い上げの販売店、電気工事店に相談し、 

アースエ事 (D 種<第兰種>接地工事)をしてください。 

(アースエ事費は本製品の価格には含まれておりません） 

取り付けてはいけないところ 

ガス管 . 爆発や弓I 乂のおそれがあります。 

電話線や避雷針…落雷の時、感電や発乂のおそれがあります。 

水道管 . 途中がプラスチックの場合はアースになりません。 



アース 端子 


•ァース線 

(銅線（直径1 .6mm) 
お買い上げの販売店で 
お求めください。） 



背ちたれをおこず 

1 電源プラグを差し込む 

(交流100Vのコンセント） 



2 施錠スイッチが「開」に 
^ なっていることを確認する 


Q 電源スイッチが r 入」に 
d なっていることを確認する 


4 操作器の L 切/入 I を2回押す 


♦一度巧した後、約1秒後にちラー度巧してください 
自動でリクライニングがちどります。 



II ご使用前に 


►巧の ぺージにつづく1已 



































































組み立てる（つヴき) 


p - ち手側に操作器トレイを取り付ける 

•ち手側が部屋の壁になる場合などは左手側に取り付けてください C 



を手側に取り付けた場合は 
操作器コードをを手側に通す 


1 操作器の II 切/入 I を押して、電源を入れる 


脚のみ 


9 操作器のを押し続け、脚のせ台を 
心 一番上まで上げる 

参ピピピッという音が鳴るまで巧し続けてください。 

3 操作器コードを固定用の溝か5はずす 

1 操作器コードを脚のせ台の下か5 
t 左手側に通す 

操作器コードを 

^ 固定用の溝2か所に固定ずる 

•固定しにくいときは、端からなぞるように巧し込んでくださし、。 


脚のせ台 





ご使用前に 
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操作器を置く 

1 コードをトレイ下部の 
1 溝に止める 


2 操作器トレイに操作器を置く 





背クッシヨンを取り付ける - 

本体の面ファスナーに背クッシヨンを取り付ける 

背クッション 





8 枕を取り付ける 

面ファスナーに枕を取り付ける 

•枕の位置の目まは P .39 参照。 





ご使用前に 
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毎回マツヴージをはじめる前に 


厘る前に確認する 


1周囲をお認ずる 



周囲に人やぺットびいないか、 
物を置いていないか確認する 



\スた 

た,' 


城> 



2 


電源コードや電源プラグを確認ずる 


A 警告 


>電源プラグのほこり等は定期的にとる。 

守 b ないと、湿気等で絶縁不良となり、义巧の原因になります。 
ほこりは乾いた巧でふいてください。 


•電源コード • 電源プラグを破損するようなことはし 
ない。(傷つけたり、加工したり、熱機器に近づけたり、 
無里に曲げたり、ねじったり、引っ張ったり、重い物を 
のせたり、束ねたりしない。） 

傷んだまま使用すると、感電•ショート’义災の原因になります。 
電源コードや電源プラグの修理は販売店または 
r 修理ご相談センター」にご相談ください。 



本化の電源を入れる 


電源プラグを差し込む 


交流10 0 V 


2 施錠キーを使って施錠スイッチを「亂にする 
^ 電源スイッチを r 入」にする 



I 電源プラグは根元まで確実に差し込む。 

守らないと感電や発熱による火災の原因になります。 


>コンセントや配線器具の定格を超える使いかたや 
交流100 VL ソがでの使巧はしない。 

(海がでの使用や変圧器を用いた使用はできません。） 

感電•故障や発熱による火災の原因にな0まず。 


•めれた手で、電源プラグの巧き差しはしなし、。 

感電の原因にな0まず。 


施綻 


電源 



ご使用前に 
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本保をお認する 


巧地に破れがないか確認する 


背クッシヨン 


A 警告 


>使用前には、必ず背クッションを上げて、本体の巧地び 
破れていないか確認する。また、その他の部分にち巧 
地の破れびないか確認ずる。（どんなにルさな破れで 
を、直ちに使用を中止し、電源プラグを巧さ、修理を依 
頼してください。） 

巧地び破れた状態で使用するとけびや感電のおそれび 
あります。 


2 本体に異物がはさまっていないか確認する 



本体の巧地 


背ちたれ 


A 注意 


• 本体に異物びはさまってしがよいか5畜詔してか5座る。 
(背ちたれ、脚 • 足裏マツヴージ部、手 • 腕マツヴージ 
部、座部に異物びはさまっていないか確認する。） 

守らないと事故やけびのおそれびありまず。_ 

♦機種によつて確認ずる部分は異なりまず。 

ちみ玉が収納位置にあることを 


Q ちみ玉が j 
d 確認する 


A 注意 


• ちみ玉び収納位置にあることを確認してか6座る。 

_守らないと事故やけびのおそれびあ0まず。_ 

もみ玉が収納位置にない場合 

を2回巧すと収納位置に戻ります。 



脚•足裏 
マッサージ部 


脚のせ台が完全に下がった状態に 
あることを確認する 


ちみ玉収納位置 


A 注意 


>脚のせ台が完全に下びっていないとさに、脚のせ 
台の上にのったり、立ったり、物をのせたりしない。 

本体び転倒したり、脚のせ台の足先部び回転したり 
ずることによる事故やけびのおそれびありまず。 


脚のせ台を下げるには 

脚スライドレバーを引いて、必ず脚のせ台のスライドび 
完全に戻った状態であることを確認してか!5 
を2回押してください。 


脚スライドレバー 


確認 



用前に 
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簡単な使いかた 


〇 


切/入 を巧して、 


電源を入れる 

(電源を入れてから3分に(内に 
マ ッ サージを開始しないと 
自動で電源が切れます） 


Q 


各 コースの 操作を行3 



強く 


骨盤コース j 


部位切/入 
自.肩 


背.腰 


卸のみ I 」クライニング 

网 


け 


_ 二 


お気に入 0コース 

登録 I の@ @ 




广 


を身自動 コース 


•詳しい使いかたは P .22 〜2已 


、、)つ卜さか D 勒柔なみく/がり苗^ 

か51つ選んで押す 


骨盤 コース 


I ( EP - MA 已〇のみ） 

■ •詳しい使いかたは P .2 S 〜29 


骨盤コース I を押ず 


お好み動作 


♦詳しい使いかたは P .3 □〜33 


ふたを開け、お好みの部位と動作を選択する 


動作選択 


首 


肩 


参ボタンを巧すたびに動作表示が 
変わります。 

〈例〉肩を選択した場合 


化 



腰 


臣マじ] 


I MI[ 3 IIIII( 


より自分巧みに合わせる 


首•肩•背•腰のもみ圧(強さ)を調節したい 

•ダイヤルをまわすとマッサージを行っている部位 
の強さを調節でさます。 (8 段階で表示します） 




首•肩だけマッサージしたい 
背•腰だけマッサージしたい 

部位切/入 

でマツサージげ不要の部位を 
r 切」にでさます 


[ 1 •肩 


背.腰 



•「切」にした部位の表示が 
消なしまず。 


より自分巧みに合わせる 

もみ圧(強さ）を調節したい 

•ダイヤルをまわすと強さを調節できます。 
(4 段階） 



分 


1111 

1111 

1111 

1111 


効果的に使3ために 


背ちたれを倒す 

リクライニング 

三 


を押す 




>詳しい椅モの調節方法は P .38 〜39 


211 夫定 j を押して、 
動作を開始する 


より自分巧みに合わせる 

ちみ圧(強さ）を調節したい 

•ダイヤルをまわすと強さを調節 
でさまず。 （8 段階で表示します） 



巧り齡 


もみ圧 


肩 ■■■■ 


おま巧 g 


使いかた 
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を身自動 コース 


を身を自動でマツヴージしたい 



を巧して、電源を入れる 

点滅します 

を^^ 








弱 < 

強く 


ご 


(電源を入れてか53分しソ内にマッサージを 
開始しないと自動で電源が切れます） 


W か 61 つ 選んで巧す 


を身自動 コースの 特徴(上半身) 



>コースのおおまかな内容は ► P . S 已参照 


体型センシングがはじま0まず 

♦正しく体型センシングできる身長の目安は約 14 C ) cm 〜約18己 cm の範囲です。 


深く腰かけ、頭を枕につけて 
ゆつたりちたれて<ださい 




枕の下端び耳の位置に 
くるよつ1<~枕の局さを 
調節してください。 

► P .39 参照 


自動的にマッサージポジションに 


約12° 
倒れる 



>マツサージポジシヨンより深く倒れている 
場合は、自動リクライニングしません。 


使いかた 
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巧型センシングを開始してか S 約30秒をに 

もみ玉び肩位置までゆっくり下がり、たたを動作びはじまりまず 



もみ玉 


たたさ 
動作 



•たたき動作がはじまるまで 
頭を枕か5離さないでください。 

肩位置を正確に検出できなくなります。 


たた去動作をしている位置で肩位置び合っているか確認して 
<ださい 


•肩位置が合っていないときはたたき動作中(約1己秒間）に、位置調節ボタンで肩の高さを 
調節してください。 

<操作器のふたを開けた状態> 



1回押すごと 
に約1 .2 cm 
上下します 



高すざる位置 


- 適切なちみ玉の位置 
(たたさを感じる位置） 


低すざる位置 


たた去動作が終了ずると体型センシング完了でず 



•肩位置をちとにおおよその身長を推定し、脚のせ台の角度 
を足裏がつくよラに自動で調節する場合があります。 

•肩の位置が大さくずれる場合は一旦電源を切り、 

肩を背ちたれにしっかりつけて再度 〇 か5やり 
直してください。 


►次の ページにつづく 













































































を身を自動でマッサージしたい(つづき) 


より自分巧みに合わせるために 


首•肩•背•腰のもみ旺備さ)を調節したい 


操作器のダイヤルをまねすと 
現在マッサージを行っている部位 
のちみ圧(強さ）を調節でをまず。 

•全身自動 コースの 場合は 
「もみ圧ジャス ト センサー」がはた 
5さます。体のカーブや姿勢の変 
化があっても、常に設定した圧力 
でちみ玉が体に当たるよラに、ら 
み玉の動さを自動調節します。 
(詳しくは P .47 参照） 

•現在マッサージを行っている部位 
は表示画面で確認できます。 
•強さは8段階で表示します。 
•強さが最大(表を8)、最ル(表示 1) 
になるとダイヤルを回し続けてら 
強さは変わりません。 


ミち意 

一度に強さの段階を増やしすざると、急激に強くなる場 
合があります。必ず1段階ずつ感触を確かめながら調節し 
てください。 

な下のよラな理由で強さを1段階調節してち、強さが変 
ねったことを感じにくい場合があります。 

参動作が切り替わるタイ5ングで強さを調節した場合 
•個人差や部位ごとの感じかたが異なるため 

•勢いよくダイヤルを回しても、ま全のために急激に強さ 
段階が増えないよラになっています。 

♦一番強くしてち物足りない場合、一番弱くしてら強すぎ 
る場合は P .47 をご参照ください。 



首•肩だけのマッサージにしたい 

背•腰だけのマッサージにしたい 

>••••••••••••' - . '■- 

部位切/入 

首.肩〕を巧ずと r 首•肩 J のマッサージを r 切 J にしまず。 
背•腰1を巧ずと r 背•腰 J のマッサージを r 切 J にしまず。 


ち5—度巧ずと解除しまず。 
r 首•肩 J 惜•腰 J を剛きに切ることはできません。 


巧りに'分 


主み比 


首 ■■■■ 
11111 



参部位を切るとその部位の表示が 
消えます。 

(首 • 肩だけのマツサージの場合) 


巧りも 


ちみ吐 


首 1111 n 
mill 

mm pi 

腰1111 毀 




リクライニングち度•脚のせ台を調節して楽な姿勢でマッサージしたい 


y クライニングち度と脚のせ台の 
角度を調節ずるには… 

脚のみリクライニング 


を巧して調節しまず。 


戈一 



が 


■立 


脚のせ台のスライド量を調節するには… 

脚スライドレバーを手前に 
引いたまま足裏で巧ずと 
スライド量び調節でをまず。 

(最大約 12 cm スライドします） 



•詳しいリクライニング角度•脚のせ台•枕の調節方法は P .38 〜39をご参照くださし、。 

r 脚•足裏 J r 手•腕 J のエアーマッサージの切/入や強さ 

脚ストレツチの切/入を設定したい （「手.腕」のエアーマッサージは EP - MA 已〇のみ） 


操作器下部のふたを開け… 

:單定_ス_卜心ツモ 


二單を _ 

を r 顧 I 

固 

U "f 

が 


脚 


で動作の切/入びでをまず。 

I ( 入:ボタン点'灯切:ボタン消灯） 


でエアー強さを5段階で調節でをまず。 


♦「脚•足裏」「手•腕」ごとの強さ調節は 
でさません。 

•脚ストレッチの強さは調節できません。 
•脚ストレッチ動作中は強弱の点灯が 
消えます。 


手•腕は EP - MA 已〇のみです。 


>エアーマッサージ、脚ストレッチの上手 
な使いかたや動作内容は P .34 〜37を 
ご参照ください。 


全身自動コースの内容について 


背~腰の 

首〜腰の 

首•肩の 

背•腰の . 

首〜腰の 1 

揉ねつ'さずり 

揉ね〕、さずり 

さずり 

揉ねつ、さずり 

' さずり 1 


仕上げ 







首•肩の 


背•腰の 

首•肩の 

背•腰の 

首•肩の , 

揉ねつ、ちみ 

揉ねつ、ちみ 

揉ねつ、ちみ 

揉ねつ、ちみ 


m 


腰の 


、肩の 

揉ね〕、もみ 


仕上げ 









首•肩の 背•腰の 首•肩の 背•腰の 、首 •肩の 、背 •腰の 


揉ねつ、指圧揉ねつ、指圧揉ねつ、指圧揉ねつ、指圧 


、首 •肩の 、 

> 揉ねつ、指圧 > 


仕上げ 


をみ 








使ぃかた 
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登録び完了ずると 

•登録したボタンと表示画面の「登録」が消えます。 


1 

残り〇 
登録ムか 

taEaea おま aa 


首 ■■■■■ n 

肩 ■■■■■■■■命苗 

Will m 

腰 ■■■■■ K 


•マツサージ中に本体の電源スイツチを「切」にしたり 
電源コードを抜くと登録した内容が保ちされませんので 
ごま意ください。 



自分巧みにもみ任(強を)を調節したほ身コース J 
を登録したい 




弱く 強く 


骨盤コース 


-0 マッサ— ジ中に百のを巧す 


点滅します 







営録したいボタンを 
ろか 6 還ぶ 


、脚のみ IJ クライニンク 


戈一 


网 

が 


芋 


剥こ入りコース 

る® 翊 


Panasonic II 

EP-MA50 II 


登録 




登録できる内容 

•部位ごとの強さ（骨盤コースの場合はコース強さ） 
•「首•肩」「背•腰」の切/入 
•エアーマッサージの切/入、強さの設定 
•脚ストレッチの切/入 

※①③@を巧した時点での設定値を登録します。 


急停止 


もみ圧 


切 

位 

部 


使いかた 


26 


登録したコースではじめるには 


切/入' 


急停止 


S 有動 C 7、 

禽操ね^ 



% 


q 

おく 

j 

1至く 

骨盤コース 


0 \ 


部位切/入 脚のみリクライニング 


自•肩 


背.腰 


戈一 



が 


玉 


お気に入 D コース 

登録]の@ 感. 


Panasonic 

EP-MA50 


-OC 切/入1|を巧して、電源を入れる 


登録されているボタンが点滅します。 


登録 


2 3 


お気に入りのコースを選択する 


登録 



3 
押す 


体型センシングのあと、登録された 
コ ースの マツサージがはじまります。 


登録 コースの 内容を変更し、上書ま 

したい場含 

> 

登録 

を押す 


登録している内容を消したい場合 



切/入1 を押して、電源を入れる 


r ® 

r® 


登録されているボタンび点滅しまず。 

を@ 

消したいボタンを3お似上押ず 

をな 


登録 



押したボタンのみび 
点滅におわった6もう一度押ず 



2) (3 


点滅び消えて、 
消去完了です 






















































































































骨盤コース 


骨盤まねりをほぐしたいに P - MA 50 のみ) 



弱く 強く 


骨盤 コース 


部位切/入 脚のみリクライニング 


首•肩 


戈一 


网 

背.腰 


が 


玉 


_お気に入0 コース 

r 登録1 ® @③ 


Panasonic 

EP-MA50 



骨盤-!—ストは 

•背もたれと座面に内蔵されたエアーバッグによって 
骨盤まわりをひねったり、持ち上げたりして、骨盤 
まわりの筋肉をほぐすコースです。 





(電源を入れてか53分しソ内にマッサージを 
開始しないと自動で電源が切れます） 

骨盤 コース 〕を押す 

♦自動でマッサージポジションになります。 

(マッサージポジションについては P .22 をご参 
昭<"だホい） 

♦ちみ玉が腰付近を押して、人が座っていることを 
確認します。 


深く腰かけ、頭を枕につけて 
ゆつたりちたれて<ださい 



ちみ玉び収納位置に戻って停止し、 

骨盤コースびはじまりまず(約1已分巧） 

•骨盤コースは骨盤まわりの筋肉をほぐすことに 
特化したコースです。 

効果的に使っていただくために、ちみ玉による上半身の 
マッサージや 「脚 • 足裏」「手•腕」 のエアーマッサージ、 
「脚ストレッチ」は同時に行いません。 


より自分巧みに合わせるために 


骨盤コースの強さを調節したい 


操作器のダイヤルで 
なさを調節でをまず。 

(4 段階） 



1 段階 II 

2 段階 1111 

3 段階 111111 

4 段階 11111111 


骨酱コースを効果的にお使いいただ<ために 



骨盤コースの動作内容について 


骨壁まわりの巧肉を圧迫し、巧をひねったり、反6ずよ5な動ををしまず。 
はじめはやわ S かめの動をか白行い、徐々に強めの動作を行いまず。 



















































































お巧み動作 


r 首をちみたい J r 肩をたたをたい J などお巧みの部位を 
おがみの動作で集中してマツヴージしたい 


切/入' 


急停止 


I 宮動 C 7、 





で 



J 

強く 

弱く 

骨盤 コース 



部位切/入 脚のみリクラにンブ 


首.肩 


戈一 


网 

が 




背.腰 

お気に入 D つース 


登録 I の@ @ 



エアー設定 

► I ミ夫ち] 顧 

画 

位置調節 


スト_!とツチ 

脚 




Panasonic 

EP-MA50 


も 


rO 

0 


切/入间甲して、電源を入れる 


(電源を入れてか53分しソ内にマッサージを 
開始しないと自動で電源が切れます） 


ふたを開ける 


マッサージしたい部位を1つ選択 
ずる 


動作選択 



•選択でさるマッサージ動作表示の 
一覧が表示されます。 

〈例〉肩を選択した場合 


II ； 111111 i2> 



もみ 


さすり 


たたき 


〇 


辭じ) を押ずと背すじのばしを 

組みちわせた動作が選べまず。. 


お巧みの動作を還択する 


•ボタンを巧すたびに動作表示が 
変わります。 



肩 miim 輪;真 



さすり 


たたさ 


>点滅しているのが現在選択 
されている動作です。 


使いかた 
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© 決定I を巧して、動作を開おする 

♦体型センシングをしたあと、選択した部位に自動で動き、マッサージをはじめます。 

お巧み動作時の体型センシングについて 

首 •肩 •背すじ… 通常のセンシングを行います。 

背•腰…簡易的なセンシングを行います。（肩までもみ玉があがりません） 

途中で動作を変えると去は 

手順®〜© で再度選択する 

♦©で 再選択してから約30秒た(内に[[夫を I を巧さないと、再選択した内容が自動的に 
取り消されます。 - 


使いかた 


►巧の ページにつづく 31 




















































































































r 首をちみたい j r 肩をたた去たい j などお好みの部位を 
お巧みの動作で集中してマッサージしたい(つづ去） 


より自分巧みに合わせるために 


もみ旺(強さ)を調節したい 




操作器のダイヤルをまねずと 
ちみ圧(強さ)を調節でをまず。 

お好み動作の場合は 
「もみ圧ジャストセンサー」は解除 
されています。 

(らみ圧ジャストセンヴーについ 
ては P .47 をご参照ください） 
•強さは8段階で表示します。 
•強さが最大(表示8)、最ル(表示1 ) 
になるとダイヤルを回し続けてら 
強さは変わりません。 


:モ意 

一度に強さの段階を増やしすざると、急激に強くなる場 
合があります。おず1段階ずつ感触を確かめながら調節し 
て < ださい。 


•勢いよくダイヤルを回しても、安全のために急激に強さ 
段階が増えないようになっています。 

•一番強くしてら物足りない場合、一番弱くしてら強すぎ 
る場合は P .47 をご参照ください。 


巧つている動作にたたまのリズムを加えたい 


リズム]を巧しまず。 

♦たたさだけの動作を行いたい場合は P .30 〜31 の®〜® 
の操作で選択してください。 


位置を微調節したい 

位置調節 




tJ]/A I 1 


急停止 


•••を 搬パ 



骨盤つース 


部位切/入 

脚のみリクライニング 

首.肩 


今一 




背•腰 


げ 


王 



お気に入り コース 

登録 I の@ @ 



参 


で調節でをまず。 


使いかた 
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リクライニングち度•脚のせ台を調節して楽なを敦でマッサージしたい 


y クライニングち度と脚のせ台の 
角度を調節ずるには… 

脚のみリクラにング 

を巧して調節しまず。 


脚のせ台のスライド量を調節するには… 


戈一^ 



4 r 





脚スライドレバーを手前に 
引いたまま足裏で巧ずと 
スライド量が調節でをまず。 

(最大約12〇171スラィドします） 


•詳しいリクライニング角度•脚のせ台•枕の調節方法は P .38 〜39をご参照ください。 

r 脚•足裏 J r 手•腕 J のエアーマッサージや脚ストレッチを同時に使いたい 

( r 手•腕」のエアーマツサージは EP - MA 已〇のみ） 


脚 


エア-設定ストレッチ 

li'sll 

IS1 


で切/入びでをまず。 (入:ボタン点灯切:ボタン消な） 


i 


でエアー強さを5段階で調節でをます。 


•「脚•足裏」「手•腕」ごとの強さ調節は 
でさません。 

•脚ストレッチの強さは調節できません。 
•脚ストレッチ動作中は強弱の点灯が 
消えます。 


手.腕は EP - MA 已〇のみです。 


>エアーマッサージ、脚ストレッチの上手な使いかたや動作内容は P .34 〜37をご参照ください。 


お好み動作の内容について 


(イラストは動作のイメージ図です） 


揉ねつ 


指圧 


ちみ 


さずり 


ポイントでルさく 
こねるよラな動作 


コリポイントを 
を直に圧迫する動作 


グイつとちみこむ動作 


広くやさしくなでる 
よラな動作 






たたさ 


左ち交互にトントンと 
たたく動作 


背ずじのばし 


背すじにそって体を 
伸ばす動作 




参それぞれの動作は選んだ場所に合わせた 
動さ方をします。 

たとえば、「首」の指圧と、「肩」の指圧は 
異なる動作です。 


使ぃかた 


33 
































































































































エアー 7 ツサーシ 


r 脚•ち裏 J r 手•腕 J のエアーマツヴージや 

脚ストレッチがしたい (I 


’「手•腕」のエアーマッサージ’ 
、は EP - MA 已〇のみ 


切/入, 


急停止 


S 有動 C 7、 

昭お 






r 

q 

弱< 

j 

1至く 

骨盤 コース 


ご 


0 \ 


部位切/入 脚のみリクラにンブ 


自•肩 


背•腰 


吹一 



が 


玉 


登録 


お気に入り コース 

る®® 


動作選が 


エアー設定 

首 I ►ミ夫ミ I I 脚•足裏 1 


肩 


化 


腰 


度が I 


I リズム I 

位置調節 




スト心;ソチ 

脚 


Panasonic 

EP-MA50 


rO 

0 


切/入 间甲して、電源を入れる 


(電源を入れてか53分しソ内にマッサージを 
開始しないと自動で電源が切れます） 


ふたを開ける 


エアー設定ストレッチ 

| S | 


in で動作を選択ずる 


L 手•腕 

(入:ボタン点灯切:ボタン消灯） 



でエアー強さを已段階で調節でをまず。 

「脚•足裏」「手•腕」ごとの強さ調節 
はでさません。 

•脚ストレッチの強さは調節でさま 
せん。 

•脚ストレツチ動作中は強弱の点灯が 
消スます。 


• I 手•腕は EP - MA 已〇のみです。 

♦エアー マッ サージや脚ストレ ッ チの上手な使いか 
たや動作内容は P .3 已〜37をご参照ください。 


使いかた 
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脚•足裏マツヴージの上手な使いかた 


•脚•足裏マッサージの動作内容については P .37 をご参照ください。 

足裏がつくよラに脚のせ台を調節してください 


ル柄な体格のちは 


•脚のせ台を上げると 
足裏がつきやすくなります。 


爲 


4 r 


I を押ず 



大柄な体格のちは 


•脚スライドを調節するとひざが 
ラさにくくなります。 



脚 スライドレバーを 
手前に引く 


巧ずと伸びる 


少し足裏をラかせると戻る 


•脚のせ台を下げてちひざがラさにくくなります。 
脚のみ 


0 


を押す 



足裏部を倒して、 

脚を広くマッサージすることもできます 



足裏指圧シートについて 


足裏指圧シートは着脱することができます C 


開□部 



取り付けるときは 

足裏指圧シートの向きと左ちに注意して、 
開口部か5挿入してください。 

(左足用）（ち足用） 



突起側び上 

fbrV •一 ) し〜 J ^ 


左を用 left toot 


右足用 right foot 

.. 〇 自な 

。©す’ 


-。©。。。 

巧 


資巧)。 

。ぶ。，を 

1 


京。 

^ ^ 


<足先側) 


< かかと側） 


使いかた 


►次の ページにつづ< 3已 


























































































































































r 脚•足裏 j r 手•腕 j のエアーマッサージや 
脚ストレツチがしたい(つづを） 


手•腕マツヴージの使いかた ( EP - MA 己0のみ) 


•手•腕マッサージの動作内容については P .37 をご参照くださし、。 


f /\ ♦年 


/!\辻后、 


•手•腕をマッサージずるとさはつけ m •時計•指輪などの硬いちのをはずず。 

1守らなぃとけびのぉそれびぁりまず D 

J 


\ 手•腕マッサージ部を開く 


2 指を伸ばして手を入れる 



〔手•腕マツサージの上手な巧いかた 


手•腕マッサージ部の中むに手•腕を置いてくださし、。 





手•腕の位置を台わせにくいとさは、 
背もたれを起こしてください。 


脚•足裏マッサージ/手•腕マッサージ/脚ストレツチの 
動作内容について 


脚•足裏マッサージの動作内容 


脚]: ふくらはぎを両側からはさんで 
絞り上げるよラに圧迫します。 




い- 





足裏: 足を横と下からエアーで 
圧迫します。 



手•腕マッサージの動作内容 

手•腕: 手〜腕までを上下にはさむように圧迫します。 



脚ストレッチの動作内容 


脚全体をエアーでつかんだ 
あと、脚のせ台がマツサージ 
ポジションから約10° 
下がり軽くストレッチ 
します。 

約10。 


下がる 



〇 脚のせ台が元の角度に 
一 上がったあと、約2已° 
下がり、さらにストレッチ 
します。 


約2已° 


3 


► 


動作が終わった5、 

脚のせ台が、 

動作前の角度に戻ります C 



► 



使いかた 
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リクライニングち度-脚のせ台-枕を調節ずる 


リクライニングち度と脚のせ台の角度を調節する 


を押して、電源を入れる 


2 


脚のみリクライニング 

^ 一 




げ 


三 



を押して、調節する 


•押している間、「ピピピッ」と鳴るまで動き続けます。 
•脚のせ台はかし遅れて動さ出すことがあります。 



•背ちたれや脚のせ台の上げ下げを連続して何度ち繰り返すなど、お好みの姿勢にする目のしソがで使用する 
ことはおやめ < ださい。 


使いかた 
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脚のせ台をスライドさせる 



枕をはがす 



9 枕の下端が耳の位置に 
A くるように調節する 

♦枕の位置び低すざると、首周辺の 
マッサージのさまたげにな0ます。 
♦リクライニング角度び変わると枕 
の位置びずれることびあります。 
そのとさは再び調節してください。 


气面フ アスナーに 
^ 枕を取り付ける 


枕 


面フ アスナー 




使いかた 
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マツヴージを終了ずる 


—ジを透中で終了したいと去は 


脚のせ台のスライドを完全に戻し^切/入]を押す 

•ちみ玉が収納位置まで動きます。 

♦自動で脚のせ台び下がり背らたれが起さます。 

(背ちたれはちみ玉が収納してから動さます） 



タイマー機能について 


マッサージを開始してか6約15分で自動的に停止します。 


•足裏部が倒れるので、安全に立ち上がれるよラに 
脚のせ台が自動で下がります。 


脚のせ台のスライドを伸ばしている場合は足裏 
部が床にあたって完全に収納されません。 
完全に収納するには脚スライドレバーを引き、 
脚を浮かせてください。 


•背ちたれは自動では起きません。 


切/入を2回巧すと背もたれが起き上がります。 



異常を感じたとまは 


急停止 


を押す 


♦すべての動作びその場で停止します。 

•転倒に十分注意しながら、本体か5降りてください。 


使いかた 
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電源*を切る 


A 警告 


>使用後は必ず電源スイツチを「切」、施錠スイッチを r 閉」にし、砲錠キーを巧く。 

守らないとおモ様のいたずらによる事故やけびのおそれびありまず。 


A 注意 


•使用時に(がは電源プラグをコンセントか6巧く。 

ホコ U や湿気で絶縁劣化にな0、漏電火災の原因にな0まず。 


• 電源プラグを巧くとさは電源コードを持たず、必ず電源プラグを持って巧く。 

守らないと感電やショートのおそれびあ0まず。 


•施錠キーは、子供の手の届かない場所に保管ずる。 

守らないと誤飲やいたず b による事故やけびのおそれびあ0ます。 


電源スイツチを r 切」にする 


9 施錠スイッチを r 閉」にして 
A 施錠 キーを 巧く 



電源プラグを巧< 



子供の手の届かない場所に 
施錠キーを保管する 
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お手入れのしかた 


A 注意 


>お手入れの際は必ず電源ブラグをコンセントか6巧く。 

感電ややけどのおそれびあ0まず。 


合成皮革部分 



柔5かい乾いた巧でふ< 

•巿販のレザーお手入れ用品(化学ぞラをん)をご使用の際は、そのま意書さに従ってください。 
♦巧れがひどい場合は、 1 U 下の手順でふきとってください。 

①水 または中性洗剤をめるま湯で3〜己％位にラすめたものに、 

柔らかい巧をひたし、よくしぼる。 

③ 表面をたたくよラにふく。 

④ 水を含ませた巧をよくしぼってから、洗ミき液をふきとる。 

④ 柔らかい乾いた巧でふく。 

® 自然乾燥させる。 

♦ちれび落ちにくい場合は、市販の r メラミンフォーム材質のスポンジ」で同様に中性洗剤を含ませ 
ふき取ってください。 

•ドライヤーなどで急激に乾燥させないで<ださい。 

•合成皮革部に色が移ることびありまずので、ジーンズや色柄ちのなど、色落ちしやずい巧類での 
ご使用はごを意ください。 

♦変色の原因になりまずのでビニール製品などを長時間接触させないでください。 

•シンナーやベンジン、アルコールなどの薬品は絶が使用しないでください。 
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プラスチック部分 


2 


中性洗剤を含ませた巧をよくしぼってか5ふく 

•シンナーやベンジン、アルコールなどの薬品は絶対使用しないで 
ください。 


仕上げに水を含ませた巧をよくしぼってか5ふく 

•操作器をお手入れする際は、特によくしぼってから 
ふ< よラにして < ださい。 


A A A 




も 

ル 


3 自然乾燥させる 



巧化部分 


中性洗剤を含ませ、よくしぼった巧でふく 

•シンナーやベンジン、アルコールなどの薬品は 
絶対使用しないでください。 


9 特にミちれがひどい場台は、水または 
A 中性洗剤でブラシ洗ミまずる 

参こすりすざると、巧地をいためることがあります。 


3 仕上げに水を含ませ、よくしぼった巧でふく 



噫 


4 自然乾燥させる 
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本体を移動ずるとをは 


A 注意 


>本体を移動するとさは、必ず脚のせ台のスライドを完をに戻ず。 

守らないと移動中にスライドび戻0、けびをずるおそれびあ0まず。 


>人をのせたまま移動しない。 

転倒による事故やけびのおそれびありまず。 


•キャスターで移動ずるとさは、周囲の障害物を取り除さ、背ちたれを完をに起こしたが態で脚のせ台を 
腰よりおく持ち上げ(床から約 80 cmJ ； rF ) 、ゆっくり移動ずる。 

守らないと転倒による事故やけびのおそれびありまず。 

♦本体を移動するとさは2人で持ち上げて移動するか、マットを敷くなど、床に傷がつかない配慮をした 
うえでキャスターを使って移動してください。 

設置された状態のまま、本体を弓 I きずったり、巧したりすると床やたたみに傷がつくおそれがありますの 
でおやめ < ださい。 


2人で持ち上げて移動ずる 


前後か5二人で脚のせ台の裏側の巧地部と 
背もたれの裏カバーの溝を持って移動する 




巧地部 



巧地部を持つ 


飄を 



脚のせ台 操作器•電源コードは座面に置く 裏カバー 


※正しい持ちかたをしないと、本体を落として床を傷つけるおそれがあります。 

特にひじ掛けを持って運ぶと、破損のおそれちありますので絶対におやめください C 


{ 本体を下ろずときは 


•十分足元にを意してゆつくり下ろしてください。 


参脚のせ台は最後まで手をそえて下ろしてください。 


[ 途中で手を離すと勢いよく戻ります。 

J 
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キヤスターで移動する 


脚のせ台の裏側の巧地部 を持ち、 
キャスターで移動する 



巧地部 
ゆっくり移動する 


裏側の巧地部を持つ 


黯繼 



操作器は座面に置< 


床やたたみに傷びつかないよラに 
マツトなどを敷く 


キヤスター 


本体を下ろずときは 

•十分足元にを意してゆつくり下ろしてください。 
•脚のせ台は最後まで手をそえて下ろしてください C 
途中で手を離すと勢いよく戻ります。 


ひじ掛けのはずしかた 


ひじ掛けをはずずとを動しやずくなりまず。 

1 エアープラグを取りはずす 
( P 14手順2参照） 

〇 ネジキ ヤツ プを取りはずす 

一 •マイナスドライバーをツメの部分に 
差し込み巧し上げる 



〇 取付ネジを取りはずす 


( P 14手順1の2参照） 

ひじ掛けを両手で持って弓 I さ上げる 
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⑨ ちみ玉がせり出してさます。 

(肩位置が合っていない場合には再度上昇し、 
肩位置を合わせる動作を繰り返します。） 

▼ 

③ ちみ玉が肩位置までゆっくり下がってさます。 

▼ 

④ 肩の位置でたたき動作を約1已秒間行います。 

《センシング…測定動作のこと 



正しく体型センシングできる身長の目をは 
約1 40 cm から約18已 cm の範囲です。 


Q 病気で通院しているけど、 

使ってもだいじようぶ？ 

4通院巧の医師と相談のうえ、 

A 使用してください。 

マッサージは「触圧刺激」といって、筋肉に圧 
力をかけてほぐし、化行を促進する行為です。 
病気によっては、悪化を招く可能性らありま 
すので、必ず医師に相談してください。 

( P .4 〜 P . 己参照） 


な;型センシング^について 


使用で定まずか？ 


Q 身長が約 1 40cm 未満の人や、 

約 18 己 cnUU 上の人は 
使えないのですか？ 

4お使いいただけます。 

A 体型センシングの際に、肩位置び合わない場 
合がありますので、下記のよラな方法でご使 
用ずることをおすめします。 

〈約 1 40cm 未満の場合〉〈約 18 已 cm 超の場合〉 

座面に座巧団を敷いて 背ちたれを倒して 

深<腰かけて 前へ体をず 5 して 

お使いください。 お使いください。 

Q 体型センシングやマッサージの途中で 
ボタンび点滅し、ピピピッ、ピピピッ 
とブザーび鳴り、動作び終了したので 
すが…？ 

4な下のような理由で、人体を検知でを 
A ない場合は安全のため停止します。 

① 人が座っていない。 

⑨頭や背中を背ちたれから浮かせている。 

③ 背らたれ部にクッションなどの敷物をして 
いたり、厚手の服を着ている。 

深く腰かけ、頭を枕につけるよラに 
ゆったりちたれ、 

再度 rwi を巧してはじめて < ださい。 

Q 体型センシングしてち肩位置び合わな 
いのですが… 

(毎回、肩位置がずれるのでずが） 

A 座る位置や姿勢(前かがみなど）によっ 
て正しく体型をセンシングできない場 
合があります。 

位置調節ボタンで肩位置を調節してください。 
(P. 32 を阻、） 

より正しくセンシングするためには、椅子に深 
く腰かけ、頭を枕(背クッション、背もたれ)に 

つけるよラにゆったりとちたれてください。 


Q&A 


て 

し 

を 
? た 
ての か 
つるを ま 
グす 動し 
ン をな 出 
シ きう 検 

ン甄 よを 

セな の置 
型ん 下位 
体ど 切肩 
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と近 
音付 
グ首 
ンて 
シつ 
ンそ 
セに 
型じ 
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いが。 
と玉す 
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ソ^'昇 
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苦で 

化とま 
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Q 全身自動コースを r 一番強くしても物 
足りないのですび…」 

または、「一番弱くしても強すざるの 
でずび…」 

を 下記の方法を試してください。 

<全身自動コースを一番強くしても物足りない場合> 
背クッシヨンをはびずともみ玉のあたり感が 
強くなりまず。 

※自動コースではちみ玉が体に当たる「ちみ圧 
ジャストセンサー」が働くため背ちたれを 
倒して体重をかけてち、強くなりません。 
ただ、腰は逃げにくくなるため、若干強く 
感じられることはあります。 

局所を強くちみたい場合は r お好み動作」をお 
使いください。 

※お好み動作ではちみ玉が体に当たる「ちみ圧 
ジャストセンサー」を解除しています。背 
ちたれを倒すと体重がかかりより強くマッ 
サージが でさます。 

<を身自動コースを一番弱くしても強ずざる場合> 

背クッシヨンと体の間になや毛ななどをはさ 
むともみ玉のあたり感がやわらかくなります。 


Q 位置調節をしてもすぐに 
動かないのでずが… 

A 調節ボタンを巧したタイミングによって 
は、すぐに動かないことがあります。 
(わずかな時間差びありまずび、異常 
ではありません） 

また、ポタンを押して r ピピピッ」と音 
び鳴るときは、限界点まで達してお 
り、それ m 上調節でをません。 


Q 左ちの強さが異なるように 
感じるけれどだいじようぶ？ 

4構造上異なって 
A 感じる場合がありまず。 

より自然な感覚でマッサージを行ラために交 
互たたき機構を採用しているため、ちみ玉の 
位置がずれて動作することがあります。その 
ため左ちで強さが異なって感じることがあり 
ますが、故障ではありません。 


手 • 腕のマッサージについて 

( EP-MA 己 0) 


Q 手-腕マッサージは左ち同時に 
でさないの？ 

4異常や危険を感じたときに、 

A ずぐ停止できるように左ち交互に 
マッサージしています。 

Q 手*腕エアーマッサージの後、 

手-腕の裏にホい点び巧るんですが… 

A 使用後、手や腕にマッサージのあとが 
歹実る場合がありますが時間とともに 
消えていきますので問題ありません。 


上半身のマツヴージについて 


ホ 


-る強場ち機化み 
ヴいもるにる変も 
ンて〇ずラずので 
セつよりよ節勢力 
力た圧たる調姿圧 
圧当みいな動やた 
たにちてに自プし 


ヴれ 体のざ圧ま-定〇 
ン？ さが定すみさ力設す 
セか 蔵玉設弱もぐのにま 
卜ず 内み、、かす体常り 
ス でに もしり定をて、た 
ャ能 部、知た設をつも当 
ジ 機構て 検い、動。よてに 
圧な 機つをてはのすにつ体 
みん みよ力ざに玉でれあが 
もどち に圧ず合み能こび玉 

Q A 
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^1 已分タイマーで終了した場合は 
脚のせ台だけ戻ります。 


で終了した場合は、自動で角度は 
変わらず、その場ですベての動作が停止 
します。 



操作器について 


Q 操作器のふたびとれてしまつたけど、 
直りますか？ 

4下記の手順で取り付けてください。 

A ① 操作器ふたの左下部を本体の突起部に合わ 
せる。 

⑨ 操作器ふたのち下部の溝(誘い部）に本体の 
突起部を合わせ、矢印の方向へ押し込む。 


Q タイマー機能はついていますか？ 

4ついています。 

A 使いすざ防止のために、マッサージを スター 
卜させてから約1已分で自動的に終了します。 
タイマーが切れると、脚のせ台が自動で下が 
り、ちみ玉が下部に移動して収納状態で止ま 
ります。 

再度ご使用のときは、 r 切 / A 11 を巧して<ださい。 
• 1已分使用した後は1□分程休みましよう。 

• 1曰2回まで30分を目安にご使用ください。 

Q マッサージするとをこ、 

椅子としても使用したいのですび… 

A この製品は、ちみ玉によるマッサージをする 
ために、背ちたれ部分にくぼみがあります。 
椅モとしてお使いになるとさは、背ちたれ部 
分にお手持ちのクッシヨンなどを置くことを 
おすすめします。 


Q&A (つヴを） 

リクライニングについて 

Q 背ちたれや脚のせ台の角度が自動で変 
わる場合びありまずび… 

A な下のような場合に自動で角度が変わ 
りまず。 

① 「全身自動コース」-「骨盤コース」「お好み 
動作」を開始したとさ。 


自動でマッサージポジシヨンまで倒れます。 


《すでにマツサージポジシヨンよりら倒れ 
ている場合は、角度は変わりません。 



⑨ を巧して、マッサージを終了したとき。 
自動で起きた状態に戻ります。 


[IP じ II ^ I 脚 I 

Panasonic 

EP-MA50 



① 



その他 


Q 1力月の電気代はいく!5でずか？ 

A 1 日30分 (1 己分 X 2 回）毎日使用した場 
合、約38円/月(焼込み)でず。 

新電力料金目ま単価22円 /kWh (税込み)で計算 


び 

た 

びし 
音ま 
てを 
S て 
てつ 
つな 
使く 
くき 


、 

別 


で 


< 


器 

巧依 

ほご 

ず 

5 里 

え慰 
考 M 
ち検 
合点 
景に 

の店 
障売 
長大 故販 
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その他 


Q 

A 


本体の寸法を教えてください 


下記の図をご参照ください。 


< EP - MA 50> 


ひじ掛け幅 
約 82 cm 



< EP - MA 20> 


ひじ掛け 
局さ 

約6己 cm 


接地部分の幅 
約 68 cm 


illliir=H 

< EP - MA 已0 • EP - MA 20 共通> 


脚のせ台スライド量 
約1 2 cm 


奥行き 
約1吕日 cm 


接地部分の奥行さ 
約81 cm 


ひじ掛け幅 
約 78 cm 



ひじ掛け 
局さ 

約己 9 cm 


接地部分の幅 
約 68 cm 



背ちたれ 
局さ 

約1 17 cm 



脚のせ台の倒れ量 
約 8 cm 
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エラー表巧について 


動作中にエラーび巧生した場合は、エラー内容び残り時間表巧部に 
表巧されまず。 

残り時間表お部 



弱く 強く 


骨盤コブ」_ 

卿みリクラに:^ 


<エラー表示の例> 
•エラー内容 ru 10」の場合 



U tu が交互に点なします。 


磯とお分 OFF 


登録しり J 
E3ES 巧 


背すじのばし 


体型紛口国 


首 iimm 
肩 iimm 
背 iimm 
腰 iiimii 



お知5せ 


已〇 


内容 


人び座っていることを確認でさないと、安全のため動作を 
終了します。座っているにちかかわらずこのエラーび出た 
場合は、背もたれに深く座りなおし、再度はじめから操作し 
て < ださい。 


内部の通信系統に異苗びありますので、動作を終了しまず。 


ちみ機構部に異常びありまずので、動作を終了しまず。 


U クライニング機構や脚のせ台の上下機構に異苗びあり 
ますのでちみ機構部 LU 外の動作を終了します。 


修理ごホ目談センターにご連絡ください。 

ご連絡の際に、エラー表示のま号を伝えてくださると、 
点検-処置の対応びスムーズになりまず。 


















































が障かな？と思ったとを 


症状 


原因と処置 


もみ玉び途中で止まる 

(操作器の動作表示部やボタンび 
ずべて点滅して消灯ずる） 


IJ クライニングびでをない 
脚のせ台の上げ下げびでをない 

(操作器の動作表示部やボタンび 
ずべて点滅して消灯ずる） 


ご使用中、無理に力がかかった場合、安全のために 

もみ玉の動をが止まることがあります 

表示部やボタンびすべて点滅してちみ玉の動さび停止した場合、本体 
の電源スイッチを一度切り、約10砂後に再度「入」にしてから操作して 
ください。再度止まる場合は、体を浮かし気昧にしてご使用ください。 
(特に体重 100kg し U 上のちびご使用になるときはごま意ください。） 

障害物にあたるなど、ご使用中、無理に力びかかった場合、 
安全のために動作び止まることびあ0まず。 

表示部やボタンびずべて点滅して背ちたれ、または脚のせ台び 
停止した場合、本体の電源スイッチを一度切り、約10秒後に再 
度 r 入」にしてから操作してください。 


ちみ玉び肩や首の位置まで来ない 


ちちのちみ玉の高さ(強さ)び異なる 


頭び枕から離れていたり、背中び浮いていると体型センシング 
のときに、肩の位置を実際より下に検知してしまラ場合びあり 
9 〇 

深く腰かけ、頭を枕につけてマッサージを最初からやり直して 
ください。 03= P .22 〜23参照 


交互たたさ機構を採用しているため、やむをえず発生ずるちの 
で故障ではありません。 P.47 参照 


自動コースでマッサージを 
スタートしてちリクライニングしない 
(自動リクライニングしない） 


背ちたれや脚のせ台の位置(角度）により自動 U クライニング 
しない場合びありまず。 0：^P.48 参照 


U クライニングび自動で戻5なし、 


g を巧して終了したと 


タイマーび働いて終了したとさや壓 
さは自動で民0ません。 

(U クライニングを戻したい場合は 〔iTTl を2回巧してください。） 


動作しない 

♦上半身(首〜腰)のマッサージ 
♦脚•足裏のマッサージ 
♦手•腕のマッサージ 


マッサージ停止後に再度 II 
を押しても電源び入5なし、 


破損してしまつ 


切/入 I 



♦電源プラグび抜けている。 ra=P.l 8参照 

参本体の電源スイッチび r 切」になってし''る。 

♦操作器の rwi を巧したあと、コースボタンや動作選択ボタ 

ンを巧していない。 

参終了処理中(約5秒間)のため r^i を受けつけない場合びあります。 
すべての動作び終了して、約巳秒則たってか日朽万^娜してください。 


源コード、プラグが異常に熱し、 



お知5せ 


已2 


動作中巧生ずる音や感覚についてゾ' 

ご使用中に下記のよラな動作音や感覚びありまずび、構造上発生するちのでずので異常ではありません。 


参動作時にちみ玉び生地のシワを柔り越えるとさの 

♦ちみ • たたさ動作などの動作音(カタカタ音 • ピチピチ音 • 
シャカシャカ音） 

♦ちみ玉動作時のキシ S 音(キシキシ音） 

♦上下動作時の動作音(カタカタ音） 

♦ベルトの回転音(シュルシュル音） 

参モーター音（ウォーン音•ウィーン音•ジー音） 

♦ちみ玉び『巧し J から『引を J にをわる際の音(カクン音） 
♦着座時の音(ギュッ音） 


♦U クライニング時のひじ掛けと背クッションの 

しすれ白、十 -L —曰） 

♦ちみ玉と巧のこずれ音(ギュッギュ音） 
♦エアーの排気音(シュー音•スー音） 

♦脚のせ台のガタつを 

♦座面下からのポンプ動作音（ビー音•ウーン音. 
フー Jm ) 

♦座面下からのバルブ動作音(コツ音） 

参脚ストレッチ、動作時のカクン音 


ただちに使用を中止 


お願い 

このよラな場合、事故防止のため 
必ず販売店または「修理ご相談 
センター」にご相談ください。 


★長年ご使用のマッサージチェアの点検をぜひ! 


使いかたによりまずび、目をとして1日30分の 
ご使用で1〜2年程度に1度点検(有償）していたださ 
まずと、より長く快適にご使用になれまず。 


A 警告 


>描対に改造しない。また、ご自分で分解したり、 
修理をしない。 

発火した0、異萬動作して、けびをするおそれび 
あります。 



口 


お願い 


事故防止のため、使用を中止し電源 
プラグをコンセントか6巧いて、必ず 
販売店に点検をご相談ください。 


このよラな症状はありませんか？ 


• コードや電源プラグび異甫に熱し、。 
• 動作中に異甫な音、振動びある。 
•スイッチを入れてち、 

時々運転しないことびある。 
•本体び変おしたり、 

こげくさい臭いびずる。 


八注意 


>動かない場合や、異甫を感じたとさは使用を 
中止し、すぐに電源ブラグを巧いて点検修理を 
依頼する。 

守らないと感電や発火のおそれびあ0ます。 


愛情点検 


点検後なお異常びある 


お知5せ 
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定格-仕様 


販売 名 

マッサージチェア EP-MA50 

マッサージチェア EP-MA20 

使用電源 

交ミ荒 10 0V 已 0/ 己 OHz 

消費電力 

11 已 W 

(操作器で r 切」のとを約 0.3W) 

類 別 

機械器具 77 バイブレーター 

一 般の名称 

家庭用電気マッサージ器 (JMDN コード 34 己己 200 0) 

医痘機器認証番号 

220 AKBZX0004 已〇 00 

220 AKBZXOOO 44000 

医療機器の種類 

管理医療機器 

臟範囲让下ち向） 

約 73cm (もみ玉移動距離約日 2cm) 

と臟範囲(左ちち向） 
半 

をみ動作時のちみ玉間隔(ちみ幅調節） 

首•肩•背•腰部約已 cm— 約 2 1cm 

身臟範囲(前紛向） 

もみ玉の突出量(強弱調齡約 1 0cm 

マ 

ッマッヴー 
3ジ速さ 

たたき約 2 已〇回/分〜約 4 已〇回/分(片側） 

背すじのばし約 33 秒〜約 84 秒で 1 往復 
上記じ(外約 5 回/分〜約 50 回/分 

' 上下移動距離 
ジ 

マッサージ幅 

上下移動(全体）：約 73cm の範囲で上下方向に自動反復 

背すじのばし•上下移動時約已 cm 〜約 1 7cm (ちみ玉の幅含む） 

上記 L ソ外施療範囲(左ち方向）と同じ 

て 

ア 

1 

マエアー圧力 
ッ（ふく 5 はざ） 
ヴ 

己…約 3 己 kPa 

4 •••約 3 己 kPa 

3 ...約 34kPa 

2 •••約 2 已 kPa 

1 …約 17kPa 

已•••約 32kPa 

4 .. .約 31kPa 

3 .. .約 2gkPa 

2 …約 22kPa 

1 …約 ISkPa 

1 

ジ 

※部位によって若干の違いびあります。 

リクライニング角度 

1 

背もたれ…約 120 度〜約 170 度 
脚のせ台…約 0 度〜約 8 已度 

タイ 7 — 

約 1 已分で自動で切 

ナ U クライニング 
してしげよし 1 とを 
を 

. リクライニング 
3 したとを 

高さ約 11 7cm X 幅約 82cm 

X 奥行約 12 巨 cm 

高さ約 11 7cm X 幅約 78cm 

X 奥行約 12 日 cm 

高さ約 62cm X 幅約 82cm 

X 奥行約 19 已 cm 

高さ約 62cm X 幅約 78cm 

X 奥行約 19 已 cm 

質 量 

約 741< 旨 

約已 8 k 旨 

張 地 

合成皮革 

製造販売業を 

松下電工株式会社 
滋賀県彥根巿岡町33番地 

製造業を 

松下電工株式会社 
滋賀県彥根巿岡町33番地 
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保証とア フターヴー ビス (よくお読みくださし、) 


修理-お取り扱い-お手入れな どのご相談は… 
まず、お買い上げの販売店へお申し付け < ださい 

相談巧びなくお困りの場合は… 

♦修理は、サービス会社 • 販売会社の「修理ご相談センター」へ！ 
• 使いかた • お買い物などのお問い合わせは、 

「お客様ご相談センター」へ！ 

■保証書（別添付） 

お買い上げ曰•販売店名などの記入を必ず確かめ、お 
買い上げの販売店からお受け取0 <ださい。よ<お 
読みのあと、保管して<ださい。 


保証期間:お買い上げ日から本体 1 年間 

但し一般家庭 LU 外(例えば業務用など）に使用された 
場合は保証期間内でを有料とさせて頂さまず。 


■補修用性能部品の保有期間 

当社は、このパナソニックマッサージチェアの補修 
用性能部品を、製造巧ち切り後日年保有しています。 
ミち）補修用性能部品とは、その製品の機能を維持ずる 
ために必要な部品でず。 


修埋を依頼されるとさ 

已2ページの r 故障かな？と思ったとさ」の表に従ってご 
確認のあと、直らないときは、まず電源プラグを抜いて、 
お買い上げの販売店へご連絡ください。 

♦ご連絡いただきたい内容 

-製品名-品番 . お買い上げ曰 
-故障の状況(でさるだけ具体的に） 

• 保証期間中は 保証書の規定に従って、修理をさせ 
ていたださまず。 

• 保証期間を過ざているとをは 修理ずれば使用で 

きる製品については、ご要望により修理させていただ 
さまず。下記修理料金の仕組みをご参照のラえ、ごホ目 
談< ださい。 

♦修理料金の仕組み 修理料金は、巧術料-部品代- 
出張料などで構成されていまず。 
r 技術料 1は、 診断' S 順個所の修 S および部品交換-調整- 
修理完了時の点検などの作業にかかる費用です。 

I 部品代 I は、 修理に使用した部品および補助材料代です。 

I 出張料 1は製品のある場所へ技術者を派遣ずる場 
— 合の費用でず。 


地球の環境保護の為、廃棄するときはそのまま放置しないで各自治体の取り決めにしたびってください 


松下電工お客様ご相談窓□のご案内 

修巧 • お手入れ-お取り扱い-工事などのご相談は、まずお買い巧めの販売店-工事店へお申し付けください。 

-相談先がな < お困りの場合は、商品名-品番をご確認の上、下記窓□へ 


修理-部品などのご相談は 


修理ご相談センター 

(を国共通番号) SS .0570-081-365 

全国どこか 5 でち市内通話料金でご利用いただけます。 
_36 巳日/受付 9 時〜吕□時_ 

ただし、携帯電話- PHS 等は下記の電話ま号へお饥ブください。 

〒巳 7 1 -8 關 6 大限肺憤市門真 1048 
大阪巧0巨-己906-1090 松下電エテクノヴービス(株） 

ネし幌な011 -26 1 -6401© 名古屋 巧〇已 2-55 1 -7900 猿 
東京巧 03-5392-7 190愚）福岡巧 092-622-0 日31嚴 


使いかた-お買い物などのご相談 


ナショナルパナソニックお客様ごホ目談センター 


3巨已曰/受付9時〜20時 

電話？技ル函。0120 -878-365 

■携帯電話- PHS でのご利用は… 06-6907-1187 

FAX 芬;ル函。0120 -878-236 

Help desk for foreian residents in Japan 
Tokyo (03)3256-5444 Osaka (06)6645-8787 
Open : 9:00-17:30 (closed on Saturdays/Sundays/national holidays) 


ご注意■嚴印は大阪へ自動転送になり、拠点から大阪までの転送通信料は薛社負担です。 
■所在地、電話番号、受付時間などが変更になることがちります。 


ご相談窓□における個人情報のお取り扱いについて 

松下電工株式会社およびその関係会社は、お客様の個人情報やご相談内容を、ご相談への対応や修理、その確認などのた 
めに利用し、その記録を残すことびあります。また、折り返し電話させていただくときのため、ナンバー•ディスプレイ 
を採用しています。なお、個人情報を適切に管理し、修理業務等を委託する場合や正当な理由びある場合を除さ、第王を 
に提供しません。お問い合わせは、ご相談された窓□にご連絡ください。 


/宙壬 llVr /おぼえのため、記入1 お買い上げ曰 年月 曰 品番 EP - MA 50- EP - MA 20 

1 ち 中 リクで I されると翻です j 販売店ち () - 


松下電工株式会社ヘルシー-ライフ事業部 


〒已 22-8 已20滋賀県彦根巿岡の33番地 
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